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１．許可申請の手続 ２．許可の期間と許可申請手数料

区　　　　分 許可の
期間

許可申請
手数料

単位 金　額

はり紙及びポスター １か月
以内 100枚 500 円

はり札及び電柱 １年
以内 １枚 50 円

電車、自動車 １年
以内 １台 500 円

建築物の壁面、建築
物の上部、広告塔、
広告板、アーケード
及び工作物（この表
に 掲 げ る も の を 除
く。）に表示又は掲出
する広告物又は掲出
物件

照明なし ３年
以内

５㎡
単位 1,500 円

照明あり ３年
以内

５㎡
単位 2,400 円

アーチ

照明なし ３年
以内 １基 6,000 円

照明あり ３年
以内 １基 9,000 円

アドバルーン

照明なし １か月
以内 １個 1,000 円

照明あり １か月
以内 １個 1,500 円

立看板

紙張・
　　布張

１か月
以内

１基 100 円
上記以外 １年

以内

のぼり旗 １か月
以内 １本 100 円

標識柱 １年
以内 １枚 50 円

第４部　許可申請の手続

基準の把握

許可の申請
手数料納付

許　可

表示・設置

完了届

完了検査

＊基準を十分に把握して
ください。

事前相談 ＊他法令により設置でき
ない場所もあります。

＊設置する場所や規模に
よっては、別の手続が必
要になることがあります。

＊許可を受けてから表示・
設置しなければなりま
せん。

＊設置が完了したことを
届け出てください。

＊許可の内容と合ってい
ることを現地で確認し
ます。

検査通知書

維持管理
＊表示内容を変更すると
きは、再度許可を受け
る必要があります。

・工作物の確認申請
・道路占用の許可
・農地転用の許可
・農業振興農用地の指定解除申請
・生産緑地の解除申請　　　　　など
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第５部　屋外広告物の管理

１．屋外広告物の管理等
○変更許可（条例第 11 条）及び継続許可（条例第 12 条）
　許可を受けた広告物の表示内容や形状、位置などに変更を加えるときや、許可期限後に継続して広告物
を表示（設置）するときは、許可を受けなければなりません。

○管理義務（条例第 13 条）
　屋外広告物の表示者又は管理者は、点検や補修その他必要な管理を行い、表示（設置）している広告物
を良好な状態に保持しなければなりません。

○特定屋外広告物安全管理者（条例第 14 条）
　次の広告物（自己用広告物を除く）を表示（設置）するときは、「屋外
広告士」又は「屋外広告物講習会修了者」による管理が必要です。

　　①建築物の上部　高さが建築物の上端から４ｍを超えるもの
　　②広告塔及び広告板　高さが地上４ｍを超えるもの

＊	「屋外広告士」　国土交通省に登録された試験機関が行う試験に合格した方。
＊	「屋外広告物講習会修了者」　都道府県などが開催する講習会を受講し、修了した方。

○除却義務（条例第 15 条）
　許可期限が満了したときや、許可を取り消されたときは、10 日以内に
除却しなければなりません。

２．違反広告物への対応
○許可の取消し、措置命令等（条例第 17 条）
　条例や規則に違反した広告物に対しては、許可の取消しや、改修、移転、除却などの措置が命じられる
ことがあります。

○報告及び立入検査（条例第 28 条）
　建物に立ち入り、広告物等を検査したり、報告を求めることがあります。

○罰則（条例第 31 条、第 32 条）
　条例や規則の違反行為に対しては、罰金刑を科されることがあります。

○簡易除却（屋外広告物法第７条第４項、条例第 27 条）
　電柱などに表示されている違反のはり紙、はり札、立看板等は、秦野市の職員や「違反屋外広告物除却
協力員」として委嘱された市民により撤去しています。

３．屋外広告業に係る手続
　屋外広告業を営む方は、神奈川県屋外広告物条例の規定が適用されます。神奈川県への手続が必要です。

〈窓口〉神奈川県県土整備局　環境共生都市部　都市整備課　電話　045-210-6209

HADANO
まほろば

は だ の

4m

4m

は 

だ 

の
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第６部　継続許可に関する特例制度

１．許可期間の延長
　秦野市屋外広告物条例では、景観に配慮した屋外広告物の設置を推進していきます。同一の事業者が設置
した同一の事業敷地内すべての広告物が色彩基準に適合している場合、通常「３年以内」とされている許可
の期間が継続許可以降は６年を超えない範囲で延長されます。

◦自己用広告物に限定します。（その土地や建物に
関係のない内容の広告物は対象となりません。）

◦同一の事業者が複数の広告物を表示又は設置し
ているときは、それらのすべてが９ページの色
彩基準に適合していることが必要です。

◦適切に管理されているものに限定します。
　（当初の許可期間内の管理状況から判断します。
錆び、汚れ、退色などで良好な景観を阻害する
おそれのあるものは対象となりません。）

２．広告協定
　良好な景観を形成することを目的とした広告協定を締結することで、その協定の締結期間内は継続の許可
が不要となる制度があります。

◦自己用広告物に限定します。（その土地や建物に
関係のない内容の広告物は対象となりません。）

◦隣接又は近接する５者以上で、
　①屋上の広告物を設置しない
　②５ページ〜９ページの許可の基準よりも
　　自主的に良好な景観に寄与する基準を定める
　協定を結んでください。

◦地域区分が同一であることが必要です。特定区
域にあてはまる場合は、その特定区域も同一で
あることが必要です。

◦協定を結ぶ方は、対象となる屋外広告物につい
て、すでに許可を受けていることが必要です。

◦３年ごとに広告物の維持管理の状況について、
市への報告が必要です。

老 舗

老
舗

新規申請 継続申請 継続申請

新規の許可は
通常と同じ３年以内

継続の許可のときに
当てはまれば、許可の期間が
６年以内に延長！

新規申請 継続申請 継続申請

新規の許可は
通常と同じ３年以内

広告協定の期間内は、
継続の許可が不要に！

みんなで協定…

（報告） （報告）

広告協定の
締結・申請
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第７部　適用除外

　日常生活に必要不可欠なものなど、条例の規制を受けない広告物があります。

◦許可が不要（条例第３条の適用除外）
◦禁止地域・禁止物件の規制を受けない（条例第４条・第５条の適用除外）
◦許可の基準が適用されない（条例第７条・第８条第２項の適用除外）

条例
第９条
関係

自己の氏名、名称、店名若しくは自己の事業若しくは営業の内容を
表示するため、自己の住所、事業所、営業所又は作業場に表示し、
又は設置するもの（「自己用広告物」）で、敷地内すべての広告物の
表示面積の合計が 10 平方メートル以内のもの

自己の管理
する土地又
は物件を周
知するため
のもの

一の広告物の表示面積が１平方メートル以下で、
地上からの高さが３メートル以下のもの

文字又は商標を建築物の壁面に表示又は設置する広告物で、広告面板が無いも
の又は壁面に直接表示するもの（箱文字、切り文字など）

【要件】
＊建築物の外観の色彩が景観計画に適合しているもの

色相など
市街化区域 市街化調整区域

外　壁 屋　根 外　壁 屋　根
明度 彩度 明度 彩度 明度 彩度 明度 彩度

YR〜5Y
（5Y含む） — 6以下 7以下 6以下 3以上

8以下 4以下 7以下 4以下

R、5Y〜10Y
（5Y含まない） — 3以下 7以下 3以下 3以上

8以下 2以下 7以下 2以下

その他の色相 — 2以下 7以下 2以下 3以上
8以下 1以下 7以下 1以下

無彩色（N） — — 7以下 — 3以上
8以下 — 7以下 —

＊一の建築物の一の壁面についての表示面積が基準内のもの
第３種許可地域…20 平方メートル
　　　　　　　　又は設置する壁面面積の 20 パーセント
第４種許可地域…30 平方メートル
第５種許可地域…30 平方メートル
その他の地域　…10 平方メートル

「表示部分の高さが 15 メートルを超える上部突出広告物（屋上の広告物）」
と「水無川特定区域で、表示部分の高さが５メートルを超えるすべての広
告物」は、９ページの色彩基準に適合させなければなりません。

Mahoroba

ＭＨ

ま
ほ
ろ
ば

まほろばストア

ＨＡＤＡＮＯ

ＨＡＤＡＮＯ

Mahoroba

まほろば

まほろば

まほろば

×

×

○

広告面板がある広告物

箱文字だが建築物の
外観の色彩が不適合

箱文字で建築物の
外観の色彩にも適合

色彩基準を
守らなければ
いけないものも
あるよ！
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◦許可が不要（条例第３条の適用除外）
◦禁止地域・禁止物件の規制を受けない（条例第４条・第５条の適用除外）
◦許可の基準が適用されない（条例第７条・第８条第２項の適用除外）

条例
第 10 条
第１項
関係

他の法令の規定により表示又は設置しなければならないもの及び表示又は設置を容認されたもの
（例）道路標識、公職選挙法に基づく広告物、建設業法に基づく工事現場に表示する標識など

案内図その他
公衆の利便性
の向上を図る
ためのもの

国及び地方公共団体が設置するもの

災害、伝染病の発生等における緊急な事項を告知するもの

案内及び誘導のために自然公園法の特別地域内に設置するもの
㊟	設置できる要件がありますので、くわしくは市にお問い合わせください。

祭典その他慣
例的に使用さ
れるもの

冠婚葬祭又は祭礼等の年中行事の際に掲出されるもの

地方自治法に規定する地縁による団体が慣例的に掲出するもの

その他市長が認めるもの

工事現場の仮囲いその他これに類する仮囲いに表示する広告物で、周囲の景観に調和するもので
あり、かつ、営利を目的としないもの

電車又は自動
車に表示する
広告物

電車・自動車の車体に所有者の氏名、名称若
しくは商標又は所有者の事業若しくは営業の
内容を表示するもの
（例）自家用車、社用車、社員送迎用バスなど

道路運送車両法の登録による使用の本拠の位置が本市以外にあって、その本拠
の位置に適用される屋外広告物に関する条例の規定に従って表示されるもの

◦許可が不要（条例第３条の適用除外）
　＊禁止地域・禁止物件の規制、許可の基準は適用されます。

条例
第 10 条
第２項
関係

営利を目的としないはり紙、はり札その他これらに類するもの

公益団体、公共法人その他これらに類する団体が表示し、又は設置するもので、市長が公益上必
要と認めるもの

○○事業所秦野工場




